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小・中学生のみなさんに

対する、教育長・教育委員

による連載
れ ん さ い

コラムです。 

清水
し み ず

 哲也
て つ や

 教育長 

学習評価とは？…教師は、学習指導要領で定めた資質・能力が児童・生徒に確実に育成され

ているかを評価します。「児童・生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的

確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、児童・生徒自身が自らの学習を振り返って次の

学習に向かうことができるようにしていくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校は、児童・生徒への学習状況のフィードバックを適切に行い、評価の方法・規準について教師 

と児童・生徒及び保護者で共通理解を図り、新しい学習指導要領の学習評価を充実させていきます。 
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令和３年４月に、中学校において全校で特別支援教室を開設し、生徒が通級指導学級のある学校へ移動するのではなく、特

別な指導・支援を必要とする生徒の在籍する中学校を特別支援教室担当教員が巡回して、障害による学習上又は生活上の困

難の改善・克服を目的とする特別な指導（自立活動）を行います。各在籍校において、特別支援教室担当教員による自立活動

の指導を中心に、発達障害による特別な支援が必要な生徒への指導・支援の充実を図ります。 

 
 

 

※イメージ…特別支援教室担当教員が巡回します 

・在籍学級の授業を受けられないこと
による生徒の不安と他校に移動する
際の生徒の負担を解消します。 

・特別支援教室担当教員と在籍学級担任の連携
を図り、一人一人の生徒の困難さや課題を踏
まえた特別な指導を進めます。 

●教師の指導改善につな

がるものとしていく 

●児童・生徒の学習改善

につながるものとして

いく

現行の学習指導要領の 4 つの

観点から、新学習指導要領の目標

及び内容が資質・能力の3つの柱

に整理されたことを踏まえ、観点

別学習状況の評価の観点が「知

識・技能」「思考・判断・表現」「主

体的に学習に取り組む態度」の3

観点に整理されました。

〈新〉 〈現行〉 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

技能 

知識・理解 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組み態度 
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教育委員会のうごき （令和2年6月1日～令和2年7月15日） 
教育委員会：定例会3回、臨時会1回（教育長報告15件、承認0件、議案3件、協議2件、請願0件） 
主 な 議 題：新型コロナウイルス感染症対策に伴う学校休業による令和2年度の多摩市立学校給食センターの給

食費等の特例に関する規則の制定について/令和2年度多摩市教育委員会事務点検評価について 

▼お詫びと訂正 
教育委員会だより第70号1ペー

ジの掲載内容に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。 

「新型コロナウイルス禍
か

」 

多摩市教育委員会委員に原島 久男氏が再任！ 

6月に行われた市議会における任命の同意を得
て、7月1日付で原島久男氏が引き続き多摩市教育
委員会委員に就任しました。 
任期は、令和6年6月30日までです。 

令和2年度高校説明会中止のお知らせ 
毎年8月に開催の高校説明会（多摩

市立中学校PTA連合会・永山公民館
共催）は、新型コロナウイルス感染症
の影響で中止になりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市教育委員会（〒206-8666 多摩市関戸 6-12-1 TEL：042-338-6925 FAX：042-337-7620） 
発行回数 年 6 回 発行部数 12,300 部 小学校 17 校 児童数 7,007 人 中学校 9 校 生徒数 3,072 人（7/1 現在） 
市公式ホームページでは、カラー版や過去の「多摩市教育委員会だより」をご覧いただけます。 

発行 
編集 

市内転居を検討されている方へ 条件付学校希望制のご案内 
市内で学区の変わる転居をした場合、原則として新しい住所地の指定校に転校することになります。条件付学

校希望制の申請をすれば、引き続き現在の学校に在籍することが可能ですが、学年等、児童・生徒の個々の状況に
より在籍できる期間が異なります。詳細はお問合せください。          学校支援課 ☎338-6876     

該当事由 対象者 承諾校 承諾可能期間 

在学中の 

途中転居 

市内で転居したが、転居前の

在籍校に引き続き通いたい

場合（就学後） 

小学校 1 年生から 4 年生まで 現在籍校 学年末まで   

小学校 5・6 年生 現在籍校 小学校卒業まで 

中学生 現在籍校 中学校卒業まで 

各学年の修了式以後に転居した場合は、上級の学年に進級後に転居した

ものとみなします。 

 

GIGA
ギ ガ

スクール構想 
新型コロナウイルス感染症に伴う休校中は、タブレット端末等の ICT 機器を活用した学習

が全国で注目されました。文部科学省でも児童・生徒 1 人 1 台のタブレット端末を整備する
ことを目指した GIGA スクール構想を前倒しして進めています。 
多摩市でも1人1台のタブレット端末配備と校内ネットワーク環境整備のための補正予算

が今年の 6 月議会で承認され、令和 3 年 4 月に向けて準備を進めているところです。 
将来の情報社会、Society 5.0 と呼ばれる「超スマート社会」を生きていく子どもたちの ICT 教育を推進して

いくために、児童・生徒や保護者の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。今後もこの「多摩市教育委員会
だより」等で新たな情報をお知らせしていきます。 

 

多摩第二小学校では、全校児童と
地域の方に「ど根性ひまわり」の
10 代目の苗を配布する「二小にこ
にこひまわりプロジェクト」を実施
しています。 
様々な差別や偏見、いじめをなく

す、そして命をつないでいるひまわ
りを育てることで、「ひまわりが咲
いた明るい一年」として子どもたち
の心に残って 
ほしいという 
思いが込めら 
れています。 

多摩市オリジナルダンボールコンポスト「ダンボちゃん」に生ごみを入れ
ると…生ごみが消えたり、たい肥に変身したりします。自分の「ダンボちゃ
ん」を作って、生ごみを入れてみましょう。普段は見られない、エコプラザ
多摩の工場見学もあります！ 
●日時：8 月 18 日(火)午前 10 時～正午 
●場所：エコプラザ多摩 
●対象：小学生とその保護者 10 組 
※8 月 6 日(木)から電話にて受付開始（申込み先着順） 

エコプラザ多摩 ☎338-6836 

戦後 75 年を迎える節目の年となり、戦後世代が多
数を占める現在、当時の記憶は薄れつつあります。次
世代へ戦争の悲惨さと平和の尊さを伝承するため、若
いみなさんにも、ぜひご来場され、平和の大切さを改
めて考える機会にしていただきたいと思います。 
●日時：9 月 9 日(水)～13 日(日)午前 10 時～午後 6 時 
●場所：永山公民館(ギャラリー・ホール)、消費生活センター(講座室) 

平和・人権課 ☎376-8311 
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